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　平素より遠州信用金庫にご支援ご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。

　この冊子は、当金庫の事業の状況を幅広くご紹介しております。多くの皆様にご覧い

ただき、当金庫に対するご理解を一層深めていただければ幸いに存じます。

　さて、わが国の経済は、好調な企業業績と日本銀行の金融政策により引き続き緩やか

な回復基調を辿っております。当地域におきましても、製造業を中心に企業業績が堅調

に推移し、大河ドラマ効果とあわせて景況感は改善してまいりましたが、一方で、人口

減少・高齢化や人手不足等の新たな課題も見え始めております。

　このような情勢のなか、事業経営の課題解決に向けた本業支援として、ビジネスマッ

チング情報の提供、中古機械や「ＲＰＡ（ロボテック　プロセス　オートメーショ

ン）」の導入仲介など、お客様のニーズに合わせた提案営業を強化して参りました。併

せて、中小企業の従業員定着率向上支援策として「福利厚生パートナー制度」の開発・

提供、協力店で割引やサービスが受けられる「えんちゃんクーポン」の拡充、観光資源

活用による観光交流人口の増加、農業経営支援等、地域経済のより一層の活性化に努め

ました。

　また、高齢者の方の住みやすい環境づくりを支援するため、「買い物代行クラウド

サービス」システムを開発し提供させていただきました。

　今後、ＩｏＴやＡＩの進展により、働き方や生活スタイルが大きく変わります。その

変化に合わせた金融サービスを提供させていただくことで、より多くのお客様にご満足

いただけるよう努めて参ります。

　今後とも“えんしん”に変わらぬご愛顧をいただきますようお願い申し上げます。

平成30年７月 理事長　　守　田　　泰　男

信用金庫法施行規則第１３２条（単体）

１．金庫の概況および組織に関する事項
（１）　事業の組織 44

（２）　理事および監事の氏名および役職名 44

（３）　会計監査人の氏名または名称 28

（４）　事務所の名称および所在地 44

２．金庫の主要な事業の内容 12

３．金庫の主要な事業に関する事項
（１）　直近の事業年度における事業の概況 9

（２）　直近の５事業年度における主要な事業の状況 

①　経常収益 29

②　経常利益 29

③　当期純利益 29

④　出資総額および出資総口数 29

⑤　純資産額 29

⑥　総資産額 29

⑦　預金積金残高 29

⑧　貸出金残高 29

⑨　有価証券残高 29

⑩　単体自己資本比率 29

⑪　出資に対する配当金 29

⑫　職員数 29

（３）　直近の２事業年度における事業の状況

＜主要な業務の状況を示す指標＞

①　業務粗利益および業務粗利益率 29

②　資金運用収支、役務取引等収支およびその他業務収支 29

③　 資金運用勘定ならびに資金調達勘定の平均残高、利息、  
利回りおよび資金利ざや 30

④　受取利息および支払利息の増減 30

⑤　総資産経常利益率 30

⑥　総資産当期純利益率 30

＜預金に関する指標＞

①　 流動性預金、定期性預金、譲渡性預金、   
その他の預金の平均残高 31

②　 固定金利定期預金、変動金利定期預金および   
その他の区分ごとの定期預金の残高 31

＜貸出金等に関する指標＞

①　手形貸付、証書貸付、当座貸越および割引手形の平均残高 32

②　固定金利および変動金利の区分ごとの貸出金の残高 32

③　担保の種類別の貸出金残高および債務保証見返額 32

④　使途別の貸出金残高 32

⑤　業種別の貸出金残高および貸出金の総額に占める割合 32

⑥　預貸率の期末値および期中平均値 30

＜有価証券に関する指標＞

①　商品有価証券の種類別の平均残高 35

②　有価証券の種類別の残存期間別の残高 35

③　有価証券の種類別の平均残高 35

④　預証率の期末値および期中平均値 30

４．金庫の事業の運営に関する事項
（１）　リスク管理の体制 20

（２）　法令遵守の体制 18

（３）　中小企業の経営の改善および地域の活性化のための取組の状況 4

（４）　苦情処理措置および紛争解決措置の内容 19

５．金庫の直近の２事業年度における財産の状況に関する事項
（１）　貸借対照表、損益計算書および剰余金処分計算書 25

（２）　貸出金のうち次に掲げるものの額およびその合計額

①　破綻先債権に該当する貸出金 34

②　延滞債権に該当する貸出金 34

③　３ヵ月以上延滞債権に該当する貸出金 34

④　貸出条件緩和債権に該当する貸出金 34

（３）　自己資本の充実の状況 37

（４）　 次に掲げるものに関する取得価額
　　　または 契約価額、時価および評価損益

①　有価証券 36

②　金銭の信託 36

③　デリバティブ取引（規則第102条第1項第5号に掲げる取引） 36

（５）　貸倒引当金の期末残高および期中の増減額 33

（６）　貸出金償却の額 33

（７）　 金庫が貸借対照表、損益計算書および剰余金処分計算書について
　　　会計監査人の 監査を受けている場合にはその旨 28

本誌は、信用金庫法第89条（銀行法第21条の準用）にもとづいて作成したディスクロージャー資料です。

信用金庫法施行規則第１３３条（連結）

１．金庫およびその子会社等の概況に関する事項
（１）　金庫およびその子会社等の主要な事業の内容および組織の構成 46

（２）　金庫の子会社等に関する事項

①　名称 46

②　主たる営業所または事務所の所在地 46

③　資本金または出資金 46

④　事業の内容 46

⑤　設立年月日 46

⑥　 金庫が保有する子会社等の議決権の
　　総株主または総出資者の議決権に占める割合 46

⑦　 金庫の一の子会社等以外の子会社等が保有する
　　当該一の子会社等の議決権の総株主または
　　総出資者の議決権に占める割合 46

２．金庫およびその子会社等の主要な事業に関する事項
（１）　直近の事業年度における事業の概況 46

（２）　直近の５連結会計年度における主要な事業の状況を示す指標

①　経常収益 50

②　経常利益 50

③　親会社株主に帰属する当期純利益 50

④　純資産額 50

⑤　総資産額 50

⑥　連結自己資本比率 50

３．金庫およびその子会社等の直近の２連結会計年度に
　　おける財産の状況に関する事項
（１）　連結貸借対照表、連結損益計算書および連結剰余金計算書 46

（２）　貸出金のうち次に掲げるものの額およびその合計額

①　破綻先債権に該当する貸出金 50

②　延滞債権に該当する貸出金 50

③　3ヵ月以上延滞債権に該当する貸出金 50

④　貸出条件緩和債権に該当する貸出金 50

（３）　自己資本の充実の状況 50

（４）　事業の種類別セグメント情報 49

信用金庫法施行規則第１３５条
　報酬等に関する開示事項 27,  48

金融再生法施行規則第６条
　資産の査定の公表事項 34




